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正置富太郎ド・ 奥田武男料: 欧州で行なわれた藻類の国際学会に出席して Tomi-

taro M ASAKI and Takeo OKUDA: A brief report of the Xth International 

Seaweed Symposium at Goteborg and the International Phycological Society 

Meeting at Glasgow 

最近2つの2菜類|長l係の国際学会がひきつづいて行な

われ，し、ずれも雄会主Hに終了 した。まず美しい自然に

恵まれたス カンジナビアのノーノレウ コ，スェーデン，

デン 7 ークのお世話で第 10回国際海藻シンポジウム

が去る B 月 1l ~15 日 にスェ ーデンの G凸teborg で !?目

かれ，それと前後して見学旅行も計四された。最初の

旅行を希望する人達は 8月6日のljVHこ Copenhagen

大学の CHRISTENSEN教綬のところに集まり昼食を

共に し， 午後は数班に分かれてそれぞれに出掛けた。

そのうちの一つは大学の楳本室で，有名な BφRGESEN

や ROSENVINGEの標本が所蔵されていて，それらを

手にして改めて深い感銘に打たれた。翌1WH:t2班iに分

かれ，スェ ーデン南部に旅立った極く少数の人達を除

いて約 30名(日本人9名を含む)がパスにのり，デン 7

ーク北端のIIJJFrederikshavn目指して Copenhagen

をあとにし 4日間の旅に出発した。一行は途仁1"この|宝l

特産の来天原藻 Funella7-iafasUgiata (紅藻ススカ

ケベニ科)の産地 Havnsoに立ち寄り ，係藻状泌を見

学する管であったが，相憎と漁師が休暇をとっていた

ため操業がol"Jとされていて残念乍ら好機を巡した。

しかし，加工施設だけは見る こと1;;::1:¥来たがそこ もilli

11去を休んでいた。 ここ でも原藻の不足のため東南アジ

アから Euch白川同 (n藻キ リ ンサ イ )を輸入して ~1 1ì っ

ていたのには慨し、た。その日のう ちにデン 7 ーク本土

の Jutlandに フヱリーボート でi&りRolcl Storko 

の郊外にあるホテノレで釘iO日目の夢を結んだ。翌日は

正午近くに目的地の Freclerikshavnにある Copen-

hagen大学の臨海実験所に到着し，そこに勤務し

て，海;壊の培養などを しているうら若い女性研究者

NEILSENさんの歓迎をう付 ，LFI灸は近くにある 北ヨ

ーロ ッパ最大の砂丘に赴き，楽 しい一時を過し， その

後ホテノレと実験所に分かれて旅装をといた。翌朝 2そ

うの漁船に分乗して沖合の小島に波り海藻採集をし

た。 小雨まじりの!IJL;J}fぃ天候であったにも拘らず街地

体の CHRISTENSEN教媛が素潜りで我々のために深

見IÎの大型耕b~菜類を採集されたのにはひ‘っくり したが，

感謝をこめて教えていただし、た。採集品は笑!験所にも

ちj吊って，学生実験室のテーブノレの上にそれぞれ1重傷

に小容部に入れて説べられ極名を記した紙と共に展示

され， リス トを見ノ|三ら澗べる ことが出来た。夕食後は

実験所の 2陥の一室にお茶を飲みに集った人速が， fiOJ

H奇の聞にかお濯iのNi'j:に変わり ，こぞってコー ラスをし

て夜半すぎまでデン 7 ーク最後の夜を楽 しんでいた。

翌日は Freclerikshavnからフェ リーボート で4l1o!jJltl

の船旅を楽 しみノ1=ら Goteborgに向った。 到着と共

に満市iに笑みを浮べた LEVRING博士が :1¥迎えてく

れ，一同は学会もいよいよ本番になったとの感を']~l く

した様である。 学会中は"r~天が続き気ìNit も 250C liii後

まで上り SantaBarbara から来られた GIsOR1事土

はまるで熱.IW ~こうKた織だと言われた程のf:~'/t~.気象で‘は

あったがまずまずの天気で幸であった。参加者は 34

カ国， 280名税(内， ¥:1木人は新附先生糾l夫妻を合め

て約 15名)で，大学の学生察やホテノレにそれぞれ分社i

し， 会場はそれらの宿舎から近い市内の Svenska

Massanと言う貿易展示会場周の建物(写真一1)が当

てられたが， 1間取りも学会を催すには便利に川米てい

た。講演や発表は A，B，C の3f，s屋が使われ，その

うち比較的大きな A及びB室は隣り合わせになって

いて，服部のため移動するのには使利であり， A '"ド・で

は分類，分布，生ifrj史，生態などの純生物学的なものが

多く， 産業稲のほかにも一般海藻類を対象にしたもの

もあった。B室では主と して産業に直接関係 したもの

写真一1 m 10 1且l凶際海藻 γ ンポ ジウム

(Gotebory)の会場にあて られ

た Svenskamassen 中火:の

I'，唱し、建物)



で，生化学，成分変化，生.RJ!学， ~Iニ長，必荷((，施I1巴な

どの内容は多岐にわたっていた。1，1，j室は大ホーノレに按

していて，午前と午後のお茶のl時間には，お互いにJ女

拶を交わしたり，論議をするのにHtiI¥合であった。 C

室は断れていて少 し狭いが Pharmacy(薬剤)の ses-

SlQnに)11~、られた。この sess ， o n は今Ifilはじめての

試みであったが，講演数も予;t!.!外に少なかった係であ

る。JEぶされた論文数は A室 57，B 室 55，C室26で，

その他にポスター sesslQnがあり大ホーJレの li，'1;が利

用された。村万1].滞在Qは毎朝 91時から始まり， )くその日

の一般免J<.の終った後にも行なわれることがあった。

それは 7人の)j々 により ，げ品産悩rJiSJa1の1'1ニli:毒，;1物質

(M ÜL L ER )，カリフォノレニア産大型'UiIÚJI\の Ji'11(~ (Nw-

SHUL)，I判アメリカの海藻研究史 (OLlVEIRA)，H~喜多

桜tJ~と分Jþ (STANCIOTT) ， 中|到のvIifJi~l~M (TSENG)， 

アルギン般の生体内合成 (LARSEN)，dlHJiSの生育と光

との凶係 (LUNING)の題名のもとに，それぞれ興味あ

る内容で 45分間ずつ話された。 シンポジウムでJEolと

されたものについてはすべて近いうちに11¥J:tL:されるこ

とになっている。今回は中国科学院海洋研究所の曽所

長をはじめ~UÉびに紀両IL17士 3 名の}j/<がはじめて参

加され， 41に1当時土によって紹介された ，';'，1みでの必舶

の尖態についての講演には多数の人々がJ~[;"j~'i した。会

Jtfl中は毎|免の様にパーティがflliされて参加者|口l士の交

流には白jト欠かなかったが，その中で も圧巻であつたの

は1日3日午i後麦行なわれfた'-:i¥肘Marstrand)μ"ゐJbJへの 111寺剖制11間i口問f司lのノパ《

ス小I旅~皮f主〈行で殆んとど、全員が参力加日し，海t緩寝羽係:集 (ω，刀う

したり， i孜sょをたのしんだあとでエピのデナーパーテ

ィがあり，学会で疲れた頭をときほぐした。学会最後

の夜は，1'il)'1のホテノレでお別れの宴会が1mされ，すばら

しい御馳ノじをいただき乍ら， DOTY141二|が国際組織委

μ会議長をやめられ，代りに McLACHLAN 1，¥1土が就

任されたこと ，1えび 1983年には中|司の ，IU::jて‘学会が

写真一2 Marstrand島 (λ ェーデ γ)に

おける海藻採集
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もたれ， 1986年にはブラジノレの予定である ことが一同

に披話されて，万1)れをおしみつつ，又，再会を約し乍

ら散会した。

その後ノーノレウェの Bergenを中心にした見学旅

行にも多数の参加者があって，美しい 7 ョ-}レドを楽

しみ乍ら， ，f;念り多い成果を収めた。

ひきつついて 8)，) 19~22 日までスコットランドの

Glasgow大学で困際藻顔学会集会が開催され，G凸te-

borgの学会から参加lされた方々も大勢おられた。

Glasgowでは)UL:尽く 小雨のバラつく天候でl免駄を想

わせる係なただずまいに終始したが，100名以上(内，

日木人は広瀬先生御夫妻とわれわれを合せて 4人)の

参加があり，殆んど全員が QueenMargaret Hall 

と言う大学の女子学生祭に宿泊して会期中をすごし

た。食は気を一つにすると言う諺があるが，朝から夜

おそくまで阪をつき合わせて全くたのしい日々を送り

得た。この学会のお世話は主として Glasgow大学の

BONEY 1事土によって取り行なわれ，繁雑な事務を短

期間のうちに手ぎわよ く処理されておられるのは心か

ら感謝と倣立の念をいただいた次第である。口頭発表

は階段教室で行なわれ，取り消しもあったが，発表数

は62で淡水泌に|刻するものが多数で目立った。 この

学会は SanlaBarbara で・行なわれた第 9 回国際1fii 'Jfi~

シンポジウムて‘論議された通り，純学問的な内容をも

った論文を発表するために，国際藻類学会が主催して

開かれたもので，応用問を主体とする海藻シンポジウ

ムとはその目的を異にするものとして発足した。この

様な学会の性絡を含めて PAPENFUSS会長のもとで

評議員会が 3巨lもたれ，夕食後夜半近くまで熱心な討

論が行なわれ，その中には次期学会は日本が世話をし

なし、かと言う訴まで 1:1:¥たが，総会では今後は Inter-

national Phycological Congressの名称にして，次

回は 1982年にカナダで取り行なうことな ど.を決めた。

又，総会では SlLVA博士が国際藻類学会の歴史につ

いて誠淡され，オーストラリヤでは藻類学会が発足し，

初代会長には WOMERSLEY防士が就任されたこと

も依託された。予定されていた LochLomondへの

小旅行も郎合により取りやめになり ，非常に地味な学

会となったが，21日には Glasgo¥V大学の焔待で|児童E
会がもたれ，そのあとで地元のスコットラン ドダンス

保存会(?)の人述による刷りがあり ，出席した人々も

共に出nりの輸の'-1-
'
に入って誌の一夜を心ゆくまでに楽

しんだ。発表された論文の嬰旨はl品|速記事及び記念写

真と ~Uこ Ph yco l og ia に }gi伎の予定である。 (*041 函
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